
第60回気象予報士試験
合格体験記
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自己紹介

●1981年生まれ
●男性
●会社員(半導体メーカー勤務)
●趣味 ボウリング、自転車(最近乗っていない)



気象予報士受験のきっかけ

学生時代からいつか取得したいと考えていたが、
勉強時間が無いことを言い訳にあきらめていた。

コロナ渦で始まった在宅勤務により、通勤時間(3時間程度)
が無くなったので2021年1月から勉強開始！



受験歴

一般 専門 実技

第56回 2021年 8月 申込忘れ。。。

第57回 2022年1月 ○ ○ ×

第58回 2022年8月 免除 免除 ×

第59回 2023年1月 免除 免除 ×

第60回 2023年8月 ○ ○ ○



勉強内容 第57回受験まで

2021年1月～8月：学科の勉強
よくわかる気象学、よくわかる気象学(専門編)
らくらく突破気象予報士 かんたん合格テキスト(一般知識編、専門知識編)
Newton別冊 ゼロからわかる天気と気象
オンスクの動画視聴、問題集アプリ

2021年9月～12月：実技の勉強
らくらく突破気象予報士 かんたん合格テキスト(実技編)

2021年12月～2022年1月：過去問
第51回～第56回
学科は合格点に達するまで繰り返し、実技は一回りだけ。

★第57回受験



第57回までの勉強の反省

過去問開始が遅かった。
テキストを2,3周してから過去問を開始した。
⇒テキストを1周した段階で過去問着手、わからないところをテキストで復習の方が
よかった。
残り1か月で始めた過去問の実技は、自己採点もできない程度の理解度。
実技はあきらめ学科合格に絞った。
⇒早い段階で過去問を試しに解いてみて勉強のスケジュールを立てるべきだった。

学科は選択式(〇×)で解ければＯＫと考えていた。
なんとなく理解しているだと実技の得点に結びつかない。
⇒用語を“正しく”説明できる程度に理解しないといけない。



勉強内容 第59回受験まで

2022年1月～8月：ひたすら実技の過去問
第47回～第57回
1日1実技を目標に過去問を続けた。

★第58回受験

2022年9月～2023年1月：ひたすら実技の過去問 +夢カフェ模試受験
第47回～第58回
1日1実技を目標に過去問を続けた。

夢カフェ模試受験
2022年10月、11月、12月、2023年1月

天気図を毎日印刷してパラパラ見た
ASAS、AUPQ35、AUPQ78、AXFE578、FAJP854、短期予報解説資料

★第59回受験



第59回までの勉強の反省

実技の過去問の解き方
なぜこの回答になるのか？を理解せず、回答文を暗記する状態。
繰り返しやっているので75分以内で解ける。点数も上がり、自信はついた。
しかし、実際の試験は初めて見る問題。解けるわけがない・・・
⇒まずは時間を気にせず、じっくり考えて回答すべき

(何を考えながら回答作成したかメモしておくと、自己採点するときに便利)

実技過去問は問題用紙と回答用紙をA4で印刷し、ホチキスで留めてからスタートした。
資料を切り取らず、問題用紙をばらす練習のため。
(60回からホチキス留めではなくなっているので注意。)
⇒できるだけ本番に近い環境で解くことが大事

夢カフェ模試
本番と同じ時間に開催。初めての問題に挑戦できる。
採点だけでなく、回答の何がダメだったかコメント付き！
⇒もっと早くから受けていれば、、、



勉強内容 第60回受験まで

2023年3月 2023年4月 2023年5月 2023年6月 2023年7月 2023年8月

夢カフェ家庭教師(月2回)
学科の復習、模試(過去問と最新)の解説

宿題で、模試の過去問と学科の分野ごとのプリント

模試 8/27
本番

夢カフェ家庭教師(週1回)
模試と過去問を用いて実技対策、
わからないところのおさらい

模試 模試 模試 模試 模試

過去問

学科(第41回～第59回)

実技
(第50回～第59回)

最終調整(1週間) 苦手をここで再チェック
実際は宿題プリントと点数が低かった過去問をやり直し



第60回までの勉強の反省

学科を基礎からやり直した
初回受験の学科はぎりぎり合格だった。
学科の知識が実技につながると考え、苦手分野を中心に問題集プリントを何度も解いた。
⇒消去法でなんとなくで回答という回数が減った。

月3回模試を解いた
月1回夢カフェ模試、月2回夢カフェ模試の過去問を解いた。
⇒徐々に点数がよくなり、実力がついてくるのが分かった。

(直前の模試で全科目合格点に到達。)

実技の不明点は授業で対策
回答文の注意(聞かれたことを答える)、前線解析のコツ、
⇒自力の勉強ではわからないままだった。



2023年8月の予定。

カレンダーに過去問の予定日(黒)と
実施日(赤)を記入

解いた過去問の得点を記入。
合格点未満はやり直し。



試験本番の注意点

1．上着を持っていく
 エアコン吹き出し口付近は寒い。

2．時計を持っていく
 試験会場に時計がないかもしれない。 電池は大丈夫？

3．机の上に出せるものについて、不安な時は試験官に聞く。
 緊張で手汗がひどかったので、試験官に許可をもらってハンカチを机の上に置いた。

4．筆記用具の出し忘れはないか？
 シャーペン、消しゴム、マーカー、コンパス、ディバイダ、定規、クリップ。

5．マークミスはないか？
 本番はありえないミスをする可能性あり。
 問題用紙には④と書いているのに、マークシートは②を塗っていた。



受験生の皆様へ(やって良かったこと/やった方がよかったこと)

ゆとりを持った勉強のスケジュールを立てる
仕事や家庭、学校などで勉強時間の確保に苦労すると思います。
ゆとりを持った勉強のスケジュールを立て、効率的に勉強を進めてください。

(急な出張や体調を崩したり。。。に備えて)

模試、過去問は本番のつもりで挑む
70cm x 50cmのスペース(A4 3枚横並び程度)で問題を解く。
必要な文房具は机の上にそろっているか。
実技のビリビリ作業(問題用紙と資料の分解)に慣れる。
色ペンのルールを決める

(赤ペン：気圧が高い方、青ペン：気圧が低い方、緑：前線 など)

楽しんで勉強してください
つらいと思うとなかなか身に付きません。
どうしても行き詰った場合は、得意なところを見直すのもアリだと思います。
(自分の場合は、行き詰ったときは天気図をパラパラ見たり、東経北緯を当てる練習をしてました。)



最後に

自分の勉強法を振り返ると、苦手を克服する勉強ができなかったため、
独学での合格は難しかったと思います。

中島先生の授業により、苦手を克服する勉強ができました。
感謝申し上げます。

受験生の皆様、試験本番まであと2か月です。
体調管理も忘れずに、勉強を進めてください。(時には息抜きも必要です。)
皆様の合格をお祈りいたします。

ご清聴ありがとうございました。
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